
２０２２年度聖望学園中学校・高等学校 学校評価    

 評価項目 自己評価 達成度 学校関係者評価 第三者評価 

1 基本統計 

・学校要覧の発行状況 

・基本統計管理の状況 

・学校要覧は、予定通り１０月に発行できた。 

・基本統計の管理は、教務おいてスクールエイドにて調査書、指導要録の管理を行い、不備

なく管理ができた。生徒部において、指導記録を学年ごとに集計できた。募集広報部におい

ては、過去 18カ年間の入試データの蓄積ができた。それを有効に活用することができた。 

B ・引き続き取り組んでいただきたい。 ・ 学校要覧を予定通り発行できたことを評価します。 

・ 基本統計の管理も着実におこなわれています。また、入試データの蓄積が

おこなわれ、それを有効に活用できたことは高く評価します。 

２ 中期・単年経営計画 

・生徒募集状況 

・教員研修状況 

・5S の状況 

・CO2削減状況 

・キャリア教育の状況 

 

・生徒募集の結果は中学 56 名（定員 80 名）、高校 293 名（定員 300 名）の新入生が決定し

た。中学校および高等学校で定員が確保できなかった。 

中学校では適性検査試験を実施が 9 年目となり受験人数は安定している（応募者は多いが

が、入学者数の増加にはつながらなかった）。 

高等学校では 4年連続で定員を確保できなかった。併願者の歩留まりが低い状況があり、定

員を満たすには、単願者の増加が課題である。 

・教員研修は、進路指導では例年多くの教員が、予備校などの主催の研修会に参加し、大

学受験指導に向けての知識を吸収し、各教科の教員のレベルアップを図っている。しかしな

がら、ここ 2 年くらいはコロナ禍の影響で研修への参加が減ってきている。また、研修自体も

オンライン形態のものも増加しておりそちらへの参加は増加している。生徒指導、生徒募集の

研修に関してはそれぞれの担当教員が研修を受けているが、一般教員への啓蒙の課題があ

る。また、ICT 教育に関する機器使用方法や授業展開についての新任教員の研修の充実が

望まれる。 

・ＣＯ2 の削減については、ゴミの分別を行い、トイレの電燈の自動消灯化などが取り入れられ

ている。さらに、電灯の LED化が完了した。 

・キャリア教育は進路指導部内のキャリア部門の指導計画を立てているが、昨年コロナ禍の

影響で実施できなかった、高校 1 年生で職業紹介ガイダンスおよび高校 2 年生での「夢ナ

ビ」に代わる企画を検討中である。高校 3年生では、模擬面接を実施した。 

B 少子化の影響により今後も厳しい状況が続くかと思いますが、引き続き教育

の充実、教員の指導力の向上を期待します。 

・ 中学・高校ともに定員確保ができませんでしたが、高校は定員に近い数は

確保できています。一方、中学は少ない確保となっています。受験者層に対

する広範囲の広報活動や場合によっては学習のサポートも必要かと思われ

ます。御校は人気アニメのモデル（聖地）ともなっていますので、これを広報

に活用するのも選択肢の一つになるのではないでしょうか。 

・ 教員研修は教育機関全体のレベルアップのために必要なことではあります

が、本来大切なのは生徒と向き合う時間の確保です。教育機関での過剰な

労働実態が問題視されている状況でもあるので、労働実態との間でバランス

をとりながら効率的に実施していただきたいと思います。 

・ CO2削減のために具体的な取り組みがなされていることは評価します。引き

続き継続していただきたいと思います。 

・ キャリア教育は＝就職指導ととらえがちですが、本来は人生全体のプランニ

ング（投資、保険、貯蓄などを含む）の一環としてとらえるべきものであり、大

学進学の際の大学選び、学部選びとも関連します。そうした視点での企画を

期待したいです。 

3 組織運営 

・責任体制の整備状況 

・経理状況 

・情報管理状況(個人情

報を含む) 

・責任体制の整備状況では、各分掌で部長、委員長を中心に分担が明確化され、責任の所

在を顕在化させている。 

・生徒会会計など管理体制は十分に行われている。 

・個人情報などの情報管理は、教務部が学校共有ＰＣ内の共有ファイルの整理をして、情報

管理を行っている。 

・個人情報の学校外の持ち出しは禁止。答案用紙の持ち出しは、管理職の許可のもとに紛

失を未然に防いでいる。 

B ・引き続き取り組んでいただきたい。 ・ 責任体制、経理状況などは適切に管理運営されていると評価します。 

・ 個人情報の管理については今後も慎重な取り組みを継続していただきたい

と思います。 

4 施設・設備 

・施設、設備の活用と整

備の状況 

・施設、設備の点検状況 

・環境管理部を中心に、清掃状況の確認や教室備品の整備などが組織的に行われている。

年度初めの下足箱、机、椅子の整備は、組織的に行われスムーズに行われた。情報図書に

おいては、既存の映像設備の点検、整備も定期的に行われた。多くの利用に応えている。大

型教室における映像機器の利用状況は良好、十分活用されている。また、体育館は空調完

備のため、快適な環境での教育活動が実施されている。 

・トイレの改修工事が校内の７割ほど進んでいる。生徒及び教職員、来校者への快適な生活

に寄与している。綺麗なままでの使用の啓蒙が必要である。 

・ICT 教育に関しては中学生高校ともに全学年に iPad を貸出し、教師生徒の双方向の授業

展開を実践している。将来を見据えて、全ての HR 教室への電子黒板の設置及び校内 LAN

のWi-Fi環境が整った。 

A ・生徒たちの学習環境の維持向上のためにも、適切な施設、設備の更新、修

繕など継続的に取り組んでいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

・ 施設、設備の管理については適切に運営されていると評価します。学

校の受付が階段を登った先にあるなど、障がい者の施設利用には課題

があるように感じます。長期的な課題として取り組んでいただきたい。 

・ 校内の Wi-fi 環境を整備したことは高く評価します。 



5 宗教教育 

・宗教教育の状況 

・宗教的諸活動の状況 

・宗教委員会では、生徒と教師ともにキリスト教に触れる機会を与えることを念頭に置いて活

動している。 

・年度当初はコロナ禍により礼拝堂で一堂に会しての礼拝ができなかったが、6 月ごろより、

学年の３クラス程度が礼拝堂に集合し、他のクラスは教室で礼拝に参加するハイブリッドの礼

拝をおこなうようになった。 

A ・キリスト教精神に基づく人格形成とともに、宗教教育を通じて広い視野、多

様な考え方などがもてるように更なる指導、教育の充実をお願いしたい。これ

らにより、生徒たちの成長だけでなく、学校自体の評価も上がると考える。 

 

・ キリスト教の考え方は人格形成に大きな影響をおよぼすと考えます。地域で

は数少ないキリスト教主義に基づく教育を実践する学校として、その特性は

大いに伸ばしていっていただきたいと思います。 

6 教育課程・学習状況 

・教育課程の実施状況 

・学習指導の状況 

・成績の状況 

・ICT 機器を活用した授

業の普及 

・教務部は、シラバスを予定通り 4 月に発行することができた。各教科はシラバスに沿って授

業を展開している。学習の評価・評定の検証や見直しを図った。今年度より、高校が新たに 2

コース制となり、既存の 4 コース制とあわせてコース制に即した学習指導が課題である。 

・中学生と高校生全員に一人一台 iPadを貸与し、電子黒板を利用した双方向授業の展開お

よび iPadへの課題の配信など、ICT教育の実践を図っている。 

・今年度は、昨年度までの新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休校がほとんどなかったが、

学級閉鎖等はあり、その際、iPad を介した遠隔授業を対象クラスの生徒に実施できた。これ

は、生徒の学びを止めることなく学習の機会を与えることができ大いに評価できることである。

これは、突発的な休校等にも対応でき、新たな学びの形となりうるものであり、更なる有益な

活用が見込める。 

A ・ ICT を活用した更なる教育の充実を期待します。 ・ シラバスを予定通りに発行し、これに基づいた授業を展開されていることは

高く評価します。各コースの特性と生徒の適性とをよく見きわめた、効率的か

つ柔軟な学習指導の展開を期待します。 

・ 大学ではコロナ禍の期間にオンライン授業の体制が飛躍的に進歩し、出席

登録、履修登録、各科目の課題提出など多くの事項がネット上でおこなわれ

るようになっています。大学に進学してからこうした状況に無理なく適応でき

るように、高校での ICT教育も発展的に強化されることを期待します。 

7 部活・行事 

・部活動の状況 

・行事の実施状況 

・部活動ではその活動の状況を学校 HPで公表しているが、全体的な充実度が高いとは言え

ない。最新の活動状況の更新も含め更なる充実を図りたい。 

・国際交流委員会では、新型コロナウイルス感染症拡大のため、サマースクールプログラム

（カナダ）、ニュージーランドへの短期留学(3 月)が実施できなかったが、ニュージーランドﾞタ

ーム留学が過去最高人数（9名）で実施できた。 

・森林環境委員会の活動としては、聖望の森での作業は完了していたが、今年度は 6月の森

林体験教室で、聖望の森の最後の作業として電柵等の撤去や片づけを行い市への返却を

行えるような作業とした。参加人数は約 30名。 

B ・部活動における不祥事は学校全体の評価低下につながっていると思われ

る。改めて部活動の適正な指導、あり方に取り組んでいただきたい。コロナも

落ち着き海外留学等は積極的に進めていただきたい。一方、費用面で参加

が難しい家庭もあるかと思いますが、広く生徒たちが参加できる支援などを検

討していただきたい。 

 

 

 

・ 一般論ですが、企業や学校などの公的機関の不祥事の影響は長く続くこと

が想定されます。この間あまり焦ることなく、改善状況などを誠実に説明する

ことを継続する必要があるでしょう。 

・ 国際交流は今後も積極的に進めていくことを期待します。 

・ 森林環境の活動をこれまで進めてこられたことは評価されます。聖望の森

の活動は一旦終了するとのことですが、飯能市は豊かな里山の環境に恵ま

れた地域でもありますので、「探究」学習などにおいて、こうした地域特性を

活用することが期待されます。 

8 生徒指導・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 

・生徒指導体制の状況 

・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ活動の状況 

・生徒指導は、生徒指導委員会が作成したマニュアルに沿ってどの教員でも同じ指導ができる体制は整

えた。しかし、SNS指導と交通マナーを保健体育の授業に反映させることが課題である。 

・教育相談委員会は、きめ細かい相談の対応となっている。カウンセラーが増員され、毎日相談できる体

制となった。カウンセラーも含め定期的な委員会を開催し、生徒個々へのきめ細かい対応を目指してい

る。 

・校内に、適応指導教室が設置された。様々な理由で教室に入れない生徒に対し、教室復帰を目的とし

て、生徒の自立支援を組織的に行うことができるようになった。 

A ・生徒一人一人に寄り添ったきめ細やかな指導に期待します。 

 

 

 

 

 

・ 生徒指導においてきめ細やかな対応を目指して体制を整えたことは高く評

価します。 

・ 適応指導教室の設置は、さまざまな事情を抱える多様な生徒を、排除する

ことなく受け入れて指導する、という姿勢の表れと思われ、高く評価します。 

9 進路指導 

・進路指導体制の状況 

・進路結果 

・進路指導は、進路指導体制が確立している。生徒の進路意識をいかに高め、実践させていくかが課題

である。ここ 2年間、コロナ禍の影響で、現況合宿が実施できていないのが残念である。 

・進路結果については、例年より上昇しているが、目標から考えると満足な結果とは言えない。 

B ・ 生徒たちがより高い目標に到達できるよう進路指導の充実を期待します。 ・ 現代においてはひたすら難関大学を目指すという価値観はやや後退

し、進学については価値観が多様化しています。最終的に生徒が満足

できる進学、進路という、原点に回帰した細やかな指導を期待します。 

10 安全管理 

・学校安全計画の状況 

・危機管理マニュアルの作

成、活用状況 

・学校防災計画の作成、実

施状況 

・安全管理については、防災総合訓練を行った。 

・危機管理マニュアルの作成と配布も予定通り行われた。 

・デジタルなまずが導入し、緊急地震速報が校内の全員に連絡でき、早期の地震に対する構え、避難が

できた。火元責任者掲示と巡回を行った。 

 

 

B ・引き続き取り組んでいただきたい。 ・ 安全管理を適切に実施していると考えます。地震はもちろんですが、集中豪

雨なども頻発していますので、天候の変化などの情報を常時監視し、通学

時の生徒の安全を最優先する体制をとっていただくことを期待します。 

11 保健管理 

・学校保健計画の作成、実

施状況 

 

 ・養護教諭により、学校保健計画、健康診断の実施は適切に行われた。 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大を考慮して、健康診断は学年別に時間差を設けて実施した。 

A ・引き続き適切に取り組んでいただきたい。 ・適切に運用されているものと評価します。 



 

 

 

・健康診断の実施状況 

12 特別支援教育 

・特別支援生徒への対応状

況 

・教育相談委員会を中心に、相談等を実施した。個別相談が増加している。 

配慮が必要な生徒への対応について、講師を迎え、研修会を開き教員への意識を高めることができた。

今後もより実践的な対応力が望まれる。 

・学内に「適応指導教室」を設置し、教室に入れない生徒への対応を始めている。まだ課題はあるが、不

登校対策として、進級、卒業へとつながっていった。より組織的な運営と通室生徒への支援体制が課題

と思われる。 

B ・生徒一人一人に寄り添ったきめ細やかな教育を引き続き組織的に取り組ん

でいただきたい。 

・ 個別相談等に細やかに対応していることは評価します。 

・ 適応指導教室の設置は高く評価します。 

13 保護者・同窓生との連携 

・保護者会の状況 

・地区集会の状況 

・同窓会との連携状況 

・各学年ごとに保護者会を行い、必要な意見交換が行われている。今年度は、ほとんどの保護者会がオ

ンラインでの開催となった。 

・例年行っている後援会主催の地区集会は、昨年度と同様は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で

ほとんどできなかったが、後半に入り人数制限をしいて実施した地区もあった。 

・同窓会に学校での現状を報告し、例年施設・部活動見学会も実施している(今年度は実施せず)。同窓

会より、学業や部活において一定の評価を得た生徒に対し、奨励賞が贈られている。 

B ・コロナ禍の中、制限もやむを得なかったと思います。 ・ 保護者・同窓生との連携については適切に実施していると評価します。 

 総合評価  B ・ それぞれの課題を踏まえ、全体的に前向きに取り組んでいると思われま

す。しかしながら、部活動の不祥事については、学校全体の評価、評判

を下げています。新たな体制の構築と再発防止に取り組んでいただきた

いと思います。 

 

・ 現代は若者たちの多様化が進んでいる時代である、といえます。意識を高

く保ち、国際交流や部活動などに積極的に関わり、能力を高めていく者がい

る一方で、組織に馴染めずに悩みを抱えたり、実際に不登校になってしまう

者も多くいます。大学でもそのような傾向にあります。教育機関は高みを目

指すものには積極的にその機会を与え、同時に問題を抱える者に対しては

共に歩みながら支えることが求められます。個別相談や適応指導教室など

を通じて支援体制を強化していることは高く評価されると考えます。 

・ 今後も生徒一人一人と向き合いながらきめ細やかな指導をおこなってゆくこ

とを期待します。 


